
月
性
『
清
狂
遺
稿
』
考

中
島
棕
隠
に
贈
っ
た
詩
を
例
と
し
て

愛

甲

弘

志

一
、
は
じ
め
に

長
藩
は
周
防
の
人
、
月
性
（
一
八
一
七

一
八
五
八
）
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
妙
円
寺
（
現
山
口
県
柳
井
市
遠
崎
七
二
九
）
の
僧
侶

で
あ
る
。
彼
は
動
乱
の
幕
末
に
あ
っ
て
、
浦
靱
負
（
一
七
九
五

一
八
七
〇
）・
村
田
清
風
（
一
七
八
三

一
八
五
五
）・
吉
田
松
陰
（
一

八
三
〇

一
八
五
九
）
ら
多
く
の
人
士
と
交
わ
り
、
西
本
願
寺
広
如
宗
主
（
一
七
九
八

一
八
七
一
）
に
「
海
防
意
見
封
事
」
を
奉
っ
た

海
防
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
未
だ
な
お
武
士
が
優
位
で
あ
っ
た
当
時
の
社
会
の
中
で
、
地
方
の
一
介
の
僧
が
し
っ
か
り

と
そ
の
足
場
を
固
め
て
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
得
た
の
に
は
、
気
魄
に
満
ち
た
そ
の
精
神
力
は
も
と
よ
り
、
彼
の
漢
詩
創
作
を
抜
き

に
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
漢
詩
ゆ
え
の
強
い
伝
播
力
を
持
ち
、
ま
た
必
ず
し
も
読
者
を
選
ば
な
い
と
い
う
利
点
も
活

か
し
て
、「
鉄
扇
の
歌

松
齋
村
田
翁
に
呈
す
（
鐡
扇
歌

呈
松
齋
村
田
翁
）」（
嘉
永
七
年

一
八
五
四

月
性
38
歳
）
な
ど
、
説
得
力
の
あ

る
議
論
の
詩
を
高
ら
か
に
吟
じ
て
み
せ
た
と
こ
ろ
に
、
幕
末
に
於
け
る
月
性
と
い
う
人
物
が
よ
り
強
烈
に
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
漢
詩
人
と
し
て
の
月
性
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
幕
末
に
於
け
る
彼
の
真
の
存
在
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
ひ
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じ
ょ
う
に
有
効
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
政
治
的
、
思
想
的
、
或
い
は
宗
教
的
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
比
し
て
、
月
性
の
漢

詩
に
つ
い
て
の
研
究
は
い
ま
だ
手
つ
か
ず
の
処
が
多
す
ぎ
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
筆
者
は
漢
詩
人
と
し
て
の
月
性
を
解
明
す
る
た
め

の
そ
の
手
始
め
と
し
て
、
月
性
の
漢
詩
を
収
め
る
写
本
や
刊
本
と
い
っ
た
資
料
の
収
集
や
校
合
を
行
っ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
そ
の

過
程
の
中
で
気
づ
い
た
、
月
性
の
漢
詩
を
読
み
解
く
上
で
注
意
す
べ
き
こ
と
、
特
に
通
行
本
と
さ
れ
る
『
清
狂
遺
稿
』
の
扱
い
に
つ

い
て
些
か
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

二
、
月
性
漢
詩
の
原
資
料
に
つ
い
て

そ
も
そ
も
月
性
に
対
す
る
筆
者
の
興
味
は
、
地
方
の
一
介
の
僧
が
動
乱
の
幕
末
に
あ
っ
て
八
面
六
臂
の
活
躍
を
す
る
ま
で
に
な
る
、

そ
の
成
長
過
程
に
あ
る
。
わ
ず
か
十
五
歳
の
若
者
が
意
を
決
し
て
九
州
に
遊
学
し
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
学
問
を
貪
欲
に
吸
収
し
て
い

っ
た
こ
と
が
そ
の
時
代
に
有
用
な
人
物
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
彼
が
創
作
し
た
漢
詩
を
彼
自
身
の
履
歴
と
幕
末

と
い
う
時
間
軸
の
中
で
並
べ
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
漢
詩
人
は
も
と
よ
り
、
人
間
月
性
の
成
長
の
過
程
を
十
分
に
窺
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
幸
い
な
こ
と
に
月
性
の
漢
詩
に
関
し
て
、
そ
の
成
長
の
跡
を
辿
り
得
る
だ
け
の
原
資
料
と
い
う
べ
き
も
の
が
か
な
り

残
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
こ
こ
に
月
性
漢
詩
の
ま
と
ま
っ
た
写
本
を
掲
げ
て
み
る
に
、
山
口
県
柳
井
市
の
月
性
展
示
館
（
山
口
県
柳
井

市
遠
崎
七
二
九
）
に
は
以
下
の
よ
う
な
写
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

①
表
題
『
虎
山
醒
窓
二
家
批
評
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三

①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三

①
ｂ
『
未
定
小
稿
』

②
表
題
『
天
保
古
詩
百
一
鈔
草
稿
』
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②
ａ
『
天
保
古
詩
百
一
鈔
草
稿
』

②
ｂ
『
草
稿
』

②
ｃ
『
鄙
稿
』（
其
一
）

②
ｄ
『
鄙
稿
』（
其
二
）

②
ｅ
『
庚
戌
未
定
稿
』

②
ｆ
『
鄙
稿
』（
其
三
）

②
ｇ
『
鄙
稿
』（
其
四
）

ま
た
山
口
県
萩
市
の
松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠
館
（
山
口
県
萩
市
椿
東
一
五
三
七
）
に
は
以
下
の
よ
う
な
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
夏
、『
松
陰
全
集
』
編
纂
の
過
程
で
、
萩
市
の
吉
田
松
陰
の
実
家
で
あ
る
杉
家
の
書
棚
か
ら
偶
然

に
発
見
さ
れ
た
も
の
と
い
う１

）
。

③
表
題
『
清
狂
吟
稿
』（
第
一
冊
）

③
ａ
『
清
狂
吟
稿
』
巻
之
一

③
ｂ
『
清
狂
吟
稿
』
巻
之
二

③
ｃ
『
庚
戌
辛
亥
未
定
草
稿
』

④
表
題
『
清
狂
吟
稿
』（
第
二
冊
）

④
ａ
『
壬
子
至
甲
寅
稿
』（
仮
称
）

④
ｂ
『
草
稿
』

ま
た
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
大
分
県
中
津
市
の
耶
馬
溪
風
物
館
（
大
分
県
中
津
市
本
耶
馬
渓
町
曽
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木
二
一
九
三

一
）
で
次
の
よ
う
な
写
本
が
確
認
さ
れ
た
。

⑤
『
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三

⑥
『
淸
狂
道
人
遺
稿
』

以
上
の
写
本
が
月
性
の
漢
詩
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
他
、
山
口
県
文
書
館
・
山
口
県
立
山
口
博
物
館
・
長
府
博
物

館
な
ど
に
も
漢
詩
数
首
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
月
性
の
漢
詩
を
す
べ
て
合
わ
せ
る
と
四
百
首
を
超
え
る
が
、
こ
れ
ら
現
存
す
る
月
性

の
漢
詩
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
稿
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
、『
清
狂
遺
稿
』
に
つ
い
て

月
性
の
漢
詩
を
収
め
る
写
本
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
前
節
で
掲
げ
た
六
種
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も

写
本
は
唯
一
無
二
の
原
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
の
読
者
が
月
性
の
漢
詩
を
繙
い
て
見
る
に
は
か
な
り
不
便
な
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
で
月
性
の
漢
詩
を
閲
覧
す
る
の
に
最
も
簡
便
な
も
の
と
し
て
、『
清
狂
遺
稿
』
上
下
巻
全
二
冊
（
図
①
）
が
挙
げ
ら
れ
る２

）
。
こ

の
書
の
刊
記
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

明
治
二
十
五
年
一
月
五
日
印
刷

明
治
二
十
五
年
一
月
出
版

著
者
相
續
人

山
口
縣
周
防
國
玖
珂
郡
鳴
門
村
五
百
廿
五
番
地

桂

龍
暁

編
輯
者

山
口
縣
周
防
國
大
島
郡
久
我
村
八
百
七
十
二
番
地

大
洲

鐵
然

編
輯
者

廣
島
縣
備
後
國
沼
隈
郡
山
南
村

天
地
哲
雄

図①『清狂遺稿』巻上表紙
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發
行
兼
印
刷
者

京
都
市
下
京
區
寺
町
通
四
条
上
ル
十
八
番
地

田
中
治
兵
衛

こ
の
書
は
、
月
性
が
自
坊
妙
円
寺
に
設
け
た
私
塾
時
習
館
の
門
人
で
あ
っ
た
大
洲
鐡
然
（
一
八
三
四

一
九
○
二
）
と
天
地
哲
雄

（

）
に
よ
っ
て
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
編
纂
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る３

）
。
こ
れ
が
月
性
が
没
し
た
安
政
五
年
（
一
八
五

八
）
か
ら
三
十
四
年
後
に
日
の
目
を
見
た
と
は
い
え
、
連
作
詩
を
一
首
と
し
て
数
え
て
も
、
全
部
で
二
百
六
十
四
首
と
い
う
か
な
り

多
く
の
詩
を
収
録
し
て
い
る
。
し
か
も
九
州
は
豊
前
の
恒
遠
醒
窓
の
蔵
春
園
の
門
を
く
ぐ
っ
て
三
年
目
の
天
保
四
年
（
一
八
三
三
17

歳
）
の
「
懐
い
を
秋
晩
香
に
寄
す
四
首
（
寄
懐
秋
晩
香
四
首
）」
か
ら
月
性
が
亡
く
な
る
前
年

の
安
政
四
年
（
一
八
五
七
41
歳
）
の
「
南
紀
自
り
京
に
還
り
、
…
…

（
自
南
紀
還
京
、
賦
奉

寄
執
政
久
野
丹
州
、
及
司
農
水
野
氏
、

小
浦
白
井
茂
田
諸
君
）」
詩
ま
で
、
月
性
の
漢
詩
創
作

の
生
涯
の
か
な
り
を
網
羅
し
、
且
つ
可
能
な
限
り
制
作
時
代
順
に
並
べ
よ
う
と
す
る
意
図
が

あ
る
。
現
在
で
は
国
会
図
書
館
な
ど
で
画
像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
書
の
出
版
に
よ
っ
て
月
性
漢
詩
の
散
逸
が
防
が
れ
た
こ
と
は
甚
だ
重
要
な
意
義
を
有
す

る
。
近
年
の
月
性
に
関
す
る
本
格
的
研
究
書
、
例
え
ば
、
三
坂
圭
治
氏
監
修
の
『
維
新
の
先

覚

月
性
の
研
究４

）
』
や
海
原
徹
氏
の
『
月
性５

）
』
な
ど
は
、
筆
者
も
多
く
の
教
示
を
得
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
す
ぐ
れ
た
業
績
を
世
に
問
わ
し
め
た
の
も
、
や
は
り
こ
の
『
清
狂
遺
稿
』
の

存
在
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
敢
え
て
附
言
す
る
な
ら
ば
、
昭
和
四
十
三
年

（
一
九
六
八
）
五
月
に
発
足
し
た
僧
月
性
顕
彰
会
が
こ
の
二
書
の
上
梓
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）、
妙
円
寺
の
横
に
建
て
ら
れ
た

月
性
展
示
館
に
こ
の
『
清
狂
遺
稿
』
の
版
木
（
図
②
）
な
ど
貴
重
な
資
料
が
収
蔵
さ
れ
、
月

図②『清狂遺稿』題 及び見返しの版木
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性
が
未
来
に
亘
っ
て
語
ら
れ
続
け
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
顕
彰
会
の
大
き
な
功
績
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
文
化
遺

産
の
継
承
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
吉
田
祥
朔
氏
（
一
八
七
七

一
九
六
七
）
が
昭
和
初
期
に
各
地
に
散
在
す
る
月
性
関
係
の
資
料
を
博

捜
し
た
労
作
「
月
性
師
事
蹟
資
材
」（
山
口
県
文
書
館
吉
田
樟
堂
文
庫
所
蔵
）
か
ら
も
私
た
ち
後
進
の
者
た
ち
は
多
大
な
恩
恵
を
蒙
っ

て
い
る
。

四
、『
清
狂
遺
稿
』
所
収
の
中
島
棕
隠
に
贈
っ
た
詩
に
つ
い
て

こ
の
よ
う
に
そ
の
収
録
数
の
多
さ
、
そ
し
て
概
ね
制
作
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
清
狂
遺
稿
』
が
、
月
性
漢
詩

集
の
通
行
本
と
し
て
多
く
の
読
者
や
研
究
者
の
閲
覧
の
便
に
供
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
し
か
し
こ

の
書
が
月
性
没
後
三
十
四
年
経
っ
て
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
編
者
で
あ
る
大
洲
鐡
然
ら
は
前
掲
の
抄
本
な

ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
編
纂
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
生
ず
る
様
々
な
苦
労
と
困
難
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
困
難
が
当
時
の
月
性
を
見
え
に
く
く
さ
せ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ
で
こ
の
『
清
狂
遺
稿
』
に
収
め

る
詩
の
中
で
、
中
島
棕
隠
（
号
棕
隠
軒

一
七
七
九

一
八
五
五
）
に
月
性
が
贈
っ
た
と
い
う
詩
を
例
と
し
て
、
そ
の
当
時
の
月
性
の
足

取
り
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
、
併
せ
て
当
時
の
月
性
を
見
え
に
く
く
さ
せ
て
い
る
原
因
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
そ
の
詩

は
以
下
の
通
り
。

洗
心
亭
席
上
賦

中
嶋

軒

洗
心
亭
の
席
上
に
て
賦
し
て
中
嶋
棕
隠
軒
に
贈
る

１
筑
紫
河
山
遊
履
還

筑
紫
河
山

遊
履
還かえ
る

２
豈
圖
此
地
暫
留
連

豈
に
図
ら
ん

此
の
地
暫しば
し
留
連
す
る
を

３
鶯
花
三
月
瓊
江
酒

鶯
花
三
月

瓊
江
の
酒
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４
風
雨
一
宵
壇
浦
舩

風
雨
一
宵

壇
浦
の
船

５
吟
杖
探
來
多
勝

吟
杖
探たず
ね
来
た
れ
ば
勝
概
多
し

６

囊
括
去
盡
佳
篇

けい
囊のう
括くく
り
去ゆ
け
ば
尽
ことごとく

佳
篇

７
不
知
今
夕
又
何
夕

知
ら
ず

今
夕
又ま
た
何
の
夕
な
る
か
を

８
幸
得
追
陪
翰
墨
筵

幸
い
に
翰
墨
の
筵
に
追
陪
す
る
を
得
た
り

こ
の
詩
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
し
て
、『
清
狂
遺
稿
』
が
概
ね
制
作
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
前
提
に
す
る
と
、
そ
の
巻
上
の
十
五
番
目
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
の
詩
は
月
性
の
詩
作
と
し
て
は
ま
だ
初
期
の
頃
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
詩
に
関
連
し
て
、『
維
新
の
先
覚

月
性
の
研
究
』
の
冒
頭
に
附
せ
ら
れ
た
立
泉
昭
雄
氏
の
「
贈
正
四
位

月
性
上
人
年
譜
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る６

）
。（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）。

一
八
三
五

天
保
六
（
乙
未
）

一
九

上
京
、
途
中
に
て
詩
を
作
る

冬
醒
窓
塾
よ
り
帰
郷

一
八
三
六

天
保
七
（
丙
申
）

二
〇

京﹅
都﹅
で﹅
新﹅
年﹅
を﹅
迎﹅
う﹅

三﹅
月﹅
、
洗﹅
心﹅
亭﹅
席﹅
上﹅
で﹅
中﹅
島﹅
棕﹅
隠﹅
軒﹅
に﹅
詩﹅
を﹅
賦﹅
し﹅
て﹅
贈﹅
る﹅

三
月
二
十
六
日
、
広
島
に
遊
び
初
め
て
坂
井
虎
山
に
謁
し
て
詩
を
賦
す

秋
、
広
島
を
経
て
九
州
に
ゆ
き
佐
賀
市
与
賀
町
善
定
寺
不
及
の
門
に
入
る

ま
た
海
原
徹
氏
の
『
月
性
』「
月
性
略
年
譜
」
は
次
の
よ
う
に
記
す７

）
。
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天
保
）
六

一
八
三
五

19

上
洛
、
短
期
間
で
帰
る
。
冬
、
蔵
春
園
を
去
り
帰
郷
。
年
末
、
上
洛
す
る
。

天
保
）
七

一
八
三
六

20

新﹅
春﹅
を﹅
京﹅
都﹅
で﹅
迎﹅
え﹅
る﹅
。
３﹅
月﹅
中﹅
島﹅
棕﹅
隠﹅
に﹅
詩﹅
を﹅
示﹅
す﹅
。
３
・
26
広
島
の
坂
井
虎
山
に
束
脩
を
呈
す
る
。
秋
、
佐
賀
遊
学
の

た
め
発
つ
。
11
・
24
日
田
咸
宜
園
に
入
り
客
席
生
と
な
る
。
七
日
間
学
ぶ
。
12
月
初
旬
、
薬
師
寺
村
の
蔵
春
園
を
訪
ね
、
し

ば
ら
く
在
塾
。
12
・
22
蔵
春
園
に
別
れ
を
告
げ
て
発
つ
。
年
末
、
佐
賀
善
定
寺
の
精
居
寮
に
入
る
。

こ
れ
ら
の
年
譜
に
拠
る
と
、
こ
の
詩
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
三
月
、

京
都
の
洗
心
亭
な
る
と
こ
ろ
で
中
島
棕
隠
に
贈
っ
た
詩
と
い
う
こ
と
に
な

る８
）

。
中
島
棕
隠
と
い
え
ば
、
当
時
の
京
都
を
代
表
す
る
漢
詩
人
で
あ
る
。

こ
の
詩
が
二
つ
の
年
譜
に
記
す
よ
う
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
二
十
歳
に

な
っ
た
ば
か
り
の
月
性
は
ど
の
よ
う
な
ツ
テ
で
こ
の
大
御
所
に
会
う
こ
と

が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
も
そ
も
月
性
は
ど
の
よ
う
な
目
的
で
京

都
へ
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
清
狂
遺
稿
』
に
収
め
る
詩
の
中
に
は
、
文
字
の
異
同
は
当
然
あ
る
も

の
の
第
二
節
掲
出
の
①
か
ら
⑥
ま
で
の
写
本
所
収
の
詩
と
重
複
す
る
も
の

が
か
な
り
あ
る
。
し
か
し
こ
の
詩
は
現
在
の
と
こ
ろ
『
清
狂
遺
稿
』
の
み

に
見
え
る
も
の
で
、
こ
こ
か
ら
も
『
清
狂
遺
稿
』
の
編
者
が
拠
っ
た
写
本

が
ど
こ
か
他
に
も
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
清
狂
遺
稿
』（
図
③
）
で
は
、

図③『清狂遺稿』巻上第五葉
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こ
の
詩
の
前
に
「
丙
申
早
春
」
詩
が
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
詩
の
後
に
「
晩
春
廿
又
六
日
、
洋
峩
亭
の
東
窓
の
下
に
残
眠
未
だ
覚さ
め
ざ

る
も
、
鷗
村
（
秋
元
鷗
村
）
俄にわ
か
に
呼
び
て
広
陵
（
広
島
）
の
遊
を
催
せ
ば
、
倉
卒
に
舟
に
上
る
。
此
の
詩
を
賦
し
て
遺
忘
に
備
う

（
晩
春
廿
又
六
日
、
洋
峩
亭
東
窓
下

眠
未
覺
、
鷗
村
俄
呼
催
廣
陵
遊
、
倉
卒
上
舟
。
賦
此
詩
備
遺
忘
）」
詩
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
二

つ
の
詩
に
挟
ま
れ
る
中
島
棕
隠
に
贈
っ
た
詩
が
、
時
間
的
に
天
保
七
年
（
丙
申

一
八
三
六
）
の
早
春
一
月
か
ら
晩
春
三
月
二
十
六
日

ま
で
の
作
と
見
る
の
は
、
一
応
、
理
に
適
っ
た
判
断
で
は
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
上
掲
二
つ
の
年
譜
は
、
詩
中
第
三
句
の

鶯
花
三
月

と
い
う
の
に
拠
っ
て
三
月
作
と
見
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
こ
の
頃
の
中
島
棕
隠
の
足
取
り
を
辿
る
と
意
外
な
事
実
に
突
き
当
た
る
。
入
谷
仙
介
氏
は
、
そ
の
著
『
中
島
棕
隠
』
で
以

下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る９

）
。（
頁
数
と
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）

天
保
六
年
の
新
春
に
帰
洛
し
た
棕
隠
は
、
初
冬
一
〇
月
に
は
長
崎
に
向
け
て
出
発
す
る
（
第
一
三
六
頁
）
…
…
天﹅
保﹅
七﹅
年﹅
三﹅
月﹅

一﹅
五﹅
日﹅
（
一﹅
八﹅
三﹅
六﹅
年﹅
五﹅
月﹅
一﹅
日﹅
）
に﹅
、
帰﹅
洛﹅
す﹅
る﹅
と﹅
い﹅
っ﹅
て﹅
長﹅
崎﹅
の﹅
友﹅
人﹅
、
村﹅
尾﹅
万﹅
載﹅
に﹅
留﹅
別﹅
、
旅﹅
立﹅
つ﹅
人﹅
が﹅
見﹅
送﹅
り﹅
の﹅
人﹅

に﹅
与﹅
え﹅
る﹅
詩﹅
を﹅
贈﹅
っ﹅
て﹅
い﹅
る﹅
。
し﹅
か﹅
し﹅
ま﹅
だ﹅
数﹅
日﹅
を﹅
過﹅
ご﹅
し﹅
た﹅
よ﹅
う﹅
で﹅
あ﹅
る﹅
。
東
へ
と
棕
隠
は
向
か
っ
て
い
く
が
、
歩
み
は

遅
々
と
し
て
い
る
。
四
月
一
一
日
（
五
月
二
五
日
）
に
は
太
宰
府
に
い
た
。（
第
一
四
一
頁
）
し
ば
ら
く
滞
在
、
博
多
に
往
来
し

て
、
博
多
に
移
っ
た
の
は
五
月
初
め
で
あ
る
ら
し
い
。
五
月
二
五
日
（
七
月
八
日
）
に
博
多
を
出
発
、
六
月
一
日
（
七
月
一
四

日
）
に
往
路
に
通
っ
た
赤
間
関
に
つ
い
た
。
こ
こ
で
は
広
江
大
車
の
梅
月
楼
に
宿
す
る
。
…
…
そ
の
月
の
二
三
日
、
雨
を
冒
し

て
長
府
に
出
発
、
玉
函
楼
に
宿
泊
し
た
。
七
月
二
日
（
八
月
一
三
日
）
に
赤
間
関
か
ら
広
江
大
車
ら
が
や
っ
て
き
て
、
長
府
の

詩
友
と
と
も
に
詩
会
を
開
い
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
長
府
を
出
発
し
た
よ
う
で
あ
る
。
…
…
小
郡
か
ら
岩
国
で
錦
帯
橋
を
見
物
、

宮
島
に
参
拝
、
広
島
、
音
戸
の
瀬
戸
か
ら
竹
原
を
へ
て
九
年
ぶ
り
の
鞆
に
着
く
。
…
…
帰
洛
は
翌
天
保
八
年
の
春
に
な
る
が

…
…
（
第
一
四
二
）
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つ
ま
り
天
保
七
年
（
丙
申

一
八
三
六
）
三
月
十
五
日
こ
ろ
、
中
島
棕
隠
は
九
州
は
長
崎
に
滞
在
し
て
お
り
、
こ
の
時
に
月
性
が
京

都
で
棕
隠
に
出
会
う
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
入
谷
仙
介
氏
は
こ
の
頃
の
棕
隠
の
足
取
り
を
『
金
帚
集
』（
天
保
十
年

刊
）
に
拠
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
改
め
て
そ
の
巻
五
に
収
め
ら
れ
る
天
保
七
年
三
月
以
降
の
長
崎
か
ら
京
都
へ
の
帰
途
に
詠
ま
れ
た

詩
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
時
間
や
地
名
が
記
さ
れ
る
詩
題
や
詩
句
を
広
島
ま
で
抜
き
出
し
て
み
る
。（
訓
読
は
原
文
に
附
せ
ら
れ
た
訓

点
に
拠
っ
て
補
足
。
傍
点
及
び
※
は
筆
者
に
よ
る
）

①
「
三
月
十
五
日
、
将
に
京
師
に
還
ら
ん
と
し
て
村
尾
萬
載
に
留
別
す
（
三
月
十
五
日
、
將
還
京
師
、
留
別
村
尾
萬
載
）」（
第
二

十
二
葉
表
）

②
「
四
月
十
一
日
、
太
宰
府
観
光
。

の
小
集
に
て
分
ち
て
韻
支
を
得
た
り
。
且
つ
其
の
五
字
を
勒
す
（
四
月
十
一
日
、
太
宰

府

光
。

小
集
分
得
韻
支
且
勒
其
五
字
）」（
第
二
十
三
葉
表
）

③
「
四
月
廿
七
日
、
博
多
に
遊
び
松
永
子
登
を
訪
ね
、
和
答
の
詩
を
示
さ
る
。
再
び
賦
し
て
之
を
謝
す
。
猶
お
前
韻
を
用
う

（
四
月
廿
七
日
、
遊
博
多
訪
松
永
子
登
、
見
示
和
答
詩
。
再
賦
謝
之
。
猶
用
前
韻
）」（
第
二
十
五
葉
表
）

④
「（
※
五
月
）
廿
五
日
、
博
多
を
発
し
赤
間
駅
（
※
下
関
）
に
宿
す
…
…
（
廿
五
日
、
發
博
多
宿
赤
間
驛
…
…
）」（
第
二
十
七
葉
裏
）

⑤
「
六
月
朔
、
再
び
赤
間
関
を
過
ぎ
広
江
大
車
の
楳
月
楼
に
宿
す
。
寓
感
の
二
絶
を
示
す
（
六
月
朔
、
再
過
赤
間
關
、
宿
廣
江
大

車
楳
月
樓
。
示
寓
感
之
二
絶
）」（
第
二
十
八
葉
裏
）

⑥
「
六
月
廿
三
日
、
雨
を
衝
き
て
赤
間
関
を
発
す
。
広
江
大
車
・
香
取
小
谷
同
に
送
り
て
長
府
に
到
る
。
途
中
賦
し
て
謝
す

（
六
月
廿
三
日
、
衝
雨
發
赤
間
關
。
廣
江
大
車
・
香
取
小
谷
同
送
到
長
府
。
途
中
賦
謝
）」（
第
三
十
葉
表
）

⑦
「
七
月
二
日
、
中
川
子
精
・
武
藤
子
和
…
…
香
取
小
谷
輩
再
び
余
の
寓
す
る
所
の
玉
函
楼
（
※
長
府
）
に
会
す
…
…
（
七
月

二
日
、
中
川
子

・
武
藤
子
和
…
…
香
取
小
谷
輩
再
會
于
余
所
寓
玉
函
樓
…
…
）」（
第
三
十
二
葉
表
）
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⑧
「
小
郡
駅
を
過
ぐ

（
過
小
郡
驛
）」（
第
三
十
三
葉
裏
）

⑨
「
巌
国
錦
帯
橋
（
巖
國
錦
帶
橋
）」（
第
三
十
三
葉
裏
）

「
新
湊
（
※
岩
国
）
を
発
し
宮﹅
島﹅
に
到
る
。
舟
中
懐
を
巌
国
の
境
子
平
に
寄
す
（
發
新
湊
到
宮
島
。
舟
中
寄

巖
國
境
子
平
）」

（
第
三
十
四
葉
表
）

「
厳
島
神
廟
四
首
（
嚴
島
神
廟
四
首
）」（
第
三
十
四
葉
表
）

「
再
び
新
湊
を
過
ぎ
…
…
」（
再
過
新
湊
…
…
）」（
第
三
十
四
葉
表
）

「
柳﹅
井﹅
津﹅
高﹅
田﹅
氏﹅
の﹅
洗﹅
心﹅
亭﹅
（
柳
井
津
高
田
氏
洗
心
亭
）」（
第
三
十
五
葉
裏
）

稻
香
籬
落
曲

稻
は
香
し

籬
落
の
曲

野
水
寂
無
聲

野
水
寂
と
し
て
声
無
し

客
少
魚
安
性

客
少
く
し
て
魚
性
を
安
ん
じ

居
幽
木
向
榮

居
幽
に
し
て
木
栄
に
向
か
う

自
非
肥

久

肥

の
久
し
き
に
非
ざ
る
自
り
は

焉
得
靜

淸

焉
ん
ぞ
得
ん
静
観
の
清
き
を

偶
借
良
宵

偶
ま
借
る
良
宵
の

秋﹅
﹅

坐
有
情

秋

坐
ろ
に
情
有
り

「
平﹅
尾﹅
村﹅
（
※
山
口
県
熊
毛
郡
平
生
町
）
藤
井
氏
の
宅
の
小
集
。
分
ち
て
韻
寒
を
得
た
り
（
平
尾
村
藤
井
氏
宅
小
集
。
分
得
韻
寒
）」

（
第
三
十
六
葉
表
）

…
…
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主
人
好
意
供
珍
饌

主
人
好
意
も
て
珍
饌
を
供
す

魚
鬣
鼈

紛
滿
盤

魚
鬣
鼈

紛
と
し
て
盤
に
満
つ

此
の
日
﹅

關﹅
（
※
上
関
）
小
泉
玄
常
来
り
て
会
す
…
…
（
此
日

關
小
泉
玄
常
來
會
…
…
）

「
広
島
の
客
舎
に
て
宮
崎
木
雞
に
贈
る
（
廣﹅
島﹅
客
舎
贈
宮
崎
木
雞
）」（
第
三
十
六
葉
裏
）

こ
れ
ら
の
詩
題
か
ら
見
て
も
、
長
崎
か
ら
各
地
で
詩
会
を
重
ね
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
帰
京
し
て
い
っ
た
棕
隠
の
足
取
り
が
概
ね

確
か
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
④
は
五
月
二
十
五
日
、
棕
隠
が
九
州
博
多
を
離
れ
て
山
口
の
赤
間
関
（
下
関
）
に
至
り
、
⑥
は
六
月
二
十

三
日
に
赤
間
関
を
離
れ
て
長
府
（
山
口
県
長
府
市
）
に
赴
い
た
こ
と
な
ど
。
そ
し
て
こ
の
中
で
最
も
注
目
す
べ
き
は

の
詩
で
あ
る
。

そ
れ
は
棕
隠
が
柳
井
津
（
山
口
県
柳
井
市
柳
井
津
）
の
高
田
氏
の
洗
心
亭
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

洗
心
亭
の
主
で
あ
る
高
田
氏
に
つ
い
て
、『
現
代
防
長
人
物
史

地
』

大
正
八
年

井
関
九
郎

発
展
社
）
第
二
一
六
頁
に
「
高
田
傳

兵
衞
」
な
る
人
物
を
掲
げ
、
彼
が
江
戸
時
代
か
ら
続
く
柳
井
の
有
名
な
醬
油
の
醸
造
家
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
福
本
幸

夫
『
柳
井
の
町
並
み
点
描

柳
井
の
江
戸
文
化
』

昭
和
六
十
二
年
十
二
月
五
日

周
南
新
報
社
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

「
自
然
を
愛
す

一
）｜
柳
井
十
二
景
｜
」

第
三
〇
頁
）

享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
三
五
）
柳
井
の
十
二
景
を
よ
ん
だ
と
い
わ
れ
る
次
の
十
二
首
の
短
栅
が
土
手
町
の
高
田
家
に
残

る
（
作
者
名
も
あ
る
が
省
略
）。
…
…

「
自
然
を
愛
す

二
）｜
柳
井
十
二
景
｜
」

第
三
一
頁
）

こ
の
「
柳
井
十
二
景
」
は
歴
代
の
高
田
家
自
慢
の
短
栅
だ
っ
た
よ
う
だ
。
五
代
伝
兵
衛
（
嶺
松
亭
素
琴
と
も
）
の
代
に
、

美
濃
五
世
大
宗
匠
朧
庵
再
和
坊
（
天
明
六
・
一
七
八
六
没
）
が
当
家
を
訪
れ
た
と
き
に
見
せ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
六
代
伝

兵
衛
（
洗
心
亭
歌
峯
と
も
）
を
訪
れ
た
美
濃
十
世
大
宗
匠
五
竹
庵
子
琴
の
残
し
た
も
の
を
紹
介
し
よ
う
。
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洗
心
亭
を
お
と
づ
る
る
に
、
ま
ず
と
て
別
業
に
誘
は
る
る
。
此
亭
や
十
二
の
詠
あ
り
て
あ
る
人
額
に
物
し
て
送
ら
れ

け
る
を
一
間
に
掛
け
た
り
。
…
…

今
日
伝
来
す
る
十
二
枚
の
短
栅
は
、
一
冊
の
帖
に
貼
り
つ
け
て
高
田
家
に
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
、
六
代
目
伝

兵
衛
が
（
文
政
七
年
・
一
八
二
四
・
六
四
歳
で
没
）
が
晩
年
に
永
久
保
存
の
た
め
貼
り
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
一
冊
の
集
帖
か
ら
、
江
戸
中
・
後
期
に
は
多
く
の
文
人
・
墨
客
が
柳
井
を
訪
れ
て
い
る
一
端
が
わ
か
っ
て
お
も
し
ろ
い
。

こ
こ
か
ら
中
島
棕
隠
が
柳
井
津
の
洗
心
亭
を
訪
れ
た
の
は
七
代
目
高
田
伝
兵
衛
の
時
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
も
そ
も
こ

の

洗
心
亭

な
る
も
の
は
ど
こ
に
で
も
あ
り
そ
う
な
名
前
で
、
例
え
ば
、
広
瀬
旭
荘
（
一
八
〇
七

一
八
六
三
）
は
、
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
）
三
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
ま
で
京
都
の
嵐
山
に
出
掛
け
て

洗
心
亭

な
る
と
こ
ろ
に
宿
泊
し
五
絶
を
記
し
て
お
り10

）
、

『
梅

遺
稿
』
巻
之
上
（
明
治
四
十
三
年
刊
）
は
こ
れ
を
「
翌
日
坐
洗
心
亭
」
と
題
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
京
都
に
も

洗
心
亭

が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
る
が
、
し
か
し
月
性
の
郷
里
遠
崎
の
す
ぐ
西
に
あ
る
柳
井
津
に
も

洗
心
亭

が
あ
っ
た
こ
と
は
中

島
棕
隠
自
身
の
詩
作
が
は
っ
き
り
と
示
し
て
お
り
、
月
性
の
「
洗
心
亭
の
席
上
に
て
賦
し
て
中
嶋
棕
隠
軒
に
贈
る
」
詩
が
そ
こ
で
催

さ
れ
た
詩
会
と
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
は
⑦
の
詩
題
に
言
う
よ
う
に
、
棕
隠
は
七
月
二
日
に

は
長
府
の
玉
函
楼
に
居
た
の
で
あ
れ
ば
、
柳
井
津
の
洗
心
亭
を
訪
れ
た
の
は
そ
れ
よ
り
後
の
秋
に
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
棕
隠
の

「
柳
井
津
高
田
氏
の
洗
心
亭
」
詩
の
末
句

秋

（
秋
の
月
）

と
詠
ま
れ
て
い
る
の
に
も
合
致
す
る
。

こ
こ
で
改
め
て
月
性
の
「
洗
心
亭
の
席
上
に
て
賦
し
て
中
嶋
棕
隠
軒
に
贈
る
」
詩
の
内
容
を
見
て
み
る
。

１
筑
紫
河
山
遊
履
還

筑
紫
河
山

遊
履
還かえ
る

あ
な
た
は
九
州
は
筑
紫
辺
り
を
遊
覧
し
て
都
へ
と
戻
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

２
豈
圖
此
地
暫
留
連

豈
に
図
ら
ん

此
の
地
暫しば
し
留
連
す
る
を
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し
か
し
ま
さ
か
こ
こ
に
し
ば
し
と
も
滞
在
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は

３
鶯
花
三
月
瓊
江
酒

鶯
花
三
月

瓊
江
の
酒

鶯
や
花
を
愛
で
る
春
三
月
は
長
崎
で
一
献
傾
け

４
風
雨
一
宵
壇
浦
舩

風
雨
一
宵

壇
浦
の
船

風
雨
の
夜
は
壇
ノ
浦
で
舟
に
乗
っ
て
お
ら
れ
た
と
の
こ
と

５
吟
杖
探
來
多
勝
概

吟
杖
探たず
ね
来
た
れ
ば
勝
概
多
し

杖
を
頼
り
に
詩
を
吟
じ
に
尋
ね
来
ら
れ
た
の
で
す
が
ど
こ
も
か
し
こ
も
景
勝
の
地

６

囊
括
去
盡
佳
篇

けい
囊のう
括くく
り
去ゆ
け
ば
尽
ことごとく

佳
篇

詩
を
書
き
留
め
た
袋
の
中
は
ど
れ
も
こ
れ
も
名
作
ば
か
り

７
不
知
今
夕
又
何
夕

知
ら
ず

今
夕
又ま
た
何
の
夕
な
る
か
を

い
っ
た
い
こ
の
夕
べ
が
な
ん
と
い
う
夕
べ
と
申
し
た
ら
よ
い
の
や
ら

８
幸
得
追
陪
翰
墨
筵

幸
い
に
翰
墨
の
筵
に
追
陪
す
る
を
得
た
り

有
り
難
い
こ
と
に
詩
会
に
陪
席
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

首
聯
は
棕
隠
が
九
州
福
岡
あ
た
り
（
筑
紫
）
を
経
て
の
帰
途
、
こ
の
柳
井
津
に
足
を
留
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
頷
聯

は
長
崎
（
瓊
江
）
や
山
口
県
下
関
市
壇
ノ
浦
（
壇
浦
）
と
い
っ
た
道
中
の
情
景
を
想
像
し
、
頚
聯
は
多
く
の
景
勝
地
を
訪
ね
歩
い
て

は
す
ば
ら
し
い
詩
が
生
ま
れ
た
と
讃
え
、
尾
聯
で
こ
の
夕
べ
に
そ
の
中
島
棕
隠
の
詩
会
に
侍
る
こ
と
が
叶
っ
た
望
外
の
喜
び
を
詠
ん

で
い
る
。
こ
の
時
に
詠
ま
れ
た
棕
隠
の
詩
か
ら
は
詩
会
の
席
上
の
作
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
月
性
の
こ
の

翰
墨
筵

に
よ
っ
て
洗

心
亭
で
も
詩
会
が
催
さ
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
福
岡
や
壇
浦
は
長
崎
か
ら
戻
る
道
筋
で
あ
る
し
、
第
三
句
の

鶯
花
三
月

瓊
江
の
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酒

の

三
月

と
は
、
前
掲
の
『
金
帚
集
』
の
①
に
も
示
す
よ
う
に
、
そ
の
頃
は
ま
だ
長
崎
に
居
た
こ
と
を
逆
に
裏
付
け
る
も
の

で
あ
り
、
決
し
て
月
性
が
棕
隠
に
詩
を
詠
ん
で
贈
っ
た
時
間
で
は
な
い
。

さ
ら
に
こ
れ
を
月
性
自
身
が
記
す
足
取
り
と
重
ね
て
み
る
に
、
第
二
節
で
掲
げ
た
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
所
収
の
「
旧

稿
の
後
に
題
す

び
に
引
（
題
舊
稿
後

引
）」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

辛
卯
の
夏
（
天
保
二
年

一
八
三
一
）、
予
甫はじ
め
て
十
五
歳
に
し
て
、
豊
（
豊
前
）
に
遊
び
恆
眞ママ
卿
先
生
の
門
（
恒
遠
醒
窓
の
蔵

春
園
）
に
入
り
て
詩
を
学
ぶ
。
中
間
に
二
た
び
親
を
省
み
（
遠
崎
へ
の
帰
省
）、
一
た
び
上
京
往
来
し
、
五
年
に
し
て
詩
を
作
る

こ
と
凡
そ
一
千
余
首
、
自
ら
謂おも
え
ら
く
足
れ
り
と
。
因
り
て
又
た
謂
え
ら
く
、
詩
を
作
る
は
事
大
い
に
は
難
し
か
ら
ず
し
て
、

是
れ
小
技
な
る
の
み
と
。

乙
未
（
天
保
六
年

一
八
三
五
19
歳
）
の
冬
、
豊
自よ
り
帰
る
。
越
え
て
明
年
丙
申
（
天
保
七
年

一
八
三
六
）
の
秋
、
年
二
十
歳

に
し
て
、
再
び
肥
（
佐
賀
善
定
寺
）
に
遊
び
、
吾
が
佛
蔡
華
師
（
不ふ
及ぎゅう
和
尚
）
に
学
ぶ
こ
と
亦
た
三
年
。
然
れ
ど
も
未
だ
曽
て

傍
ら
に
詩
を
作
る
を
廃
せ
ざ
る
な
り
。

己
亥
の
夏
（
天
保
十
年

一
八
三
九
23
歳
）、
肥
自
り
帰
り
、
優
遊
と
し
て
家
に
居
り
、
今
に
于おい
て
一
年
。
頃このご
ろ
暇
余
を
以
て

旧
稿
を
捜
し
、
豊
中
に
作
る
所
を
出
だ
し
て
之
を
読
め
ば
、
則
ち
篇
篇
皆
疵
あ
り
、
句
句
尽
く
瑕
あ
り
。
蓋
し
当
時
足
れ
り
と

謂
え
る
者
は
、
得
て
存
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
維
れ
時
に
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇

24
歳
）、
歳
は
庚
子
に
在
り
、
冬
十

月
下
旬
。

辛
卯
夏
、
予
甫
十
五
歳
、
遊
豐
入
恆
眞ママ
卿
先
生
之
門
學
詩
。
中
間
二
省
親
、
一
上
京
往
来
、
五
年
作
詩
凡
一
千
餘
首
、
自
謂

足
矣
。
因
又
謂
、
作
詩
事
不
大
難
也
、
是
小
技
而
已
矣
。

乙
未
冬

自
豐
、
越
明
年
丙
申
之
秋
、
年
二
十
歳
、
再
遊
肥
、
學
吾
佛
蔡
華
師
者
亦
三
年
。
然
而
未
曾
廢
傍
作
詩
也
。
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己
亥
之
夏
、

自
肥
、
優
遊
家
居
、
于
今
一
年
。
頃
以
暇
餘
捜
舊
稿
、
出
豐
中
所
作
而
讀
之
、
則
篇
篇
皆
疵
、
句
句
盡
瑕
。

蓋
當
時
謂
足
矣
者
、
不
可
得
而
存
也
。
…
…
維
時
天
保
十
一
年
、
歳
在
庚
子
冬
十
月
下
旬
。

こ
れ
に
拠
る
と
、
月
性
は
天
保
二
年
（
辛
卯

一
八
三
一
）、
十
五
歳
で
郷
里
遠
崎
の
妙
円
寺
を
出
て
豊
前
は
恒
遠
醒
窓
の
蔵
春
園

の
門
を
く
ぐ
り
、
十
九
歳
の
天
保
六
年
（
乙
未

一
八
三
五
）
の
冬
、
帰
郷
し
て
い
る
。
そ
し
て
明
く
る
年
の
天
保
七
年
（
丙
申

一

八
三
六
）
の
秋
、
佐
賀
の
善
定
寺
で
仏
学
を
学
び
、
天
保
十
年
（
己
亥

一
八
三
九
）、
二
十
三
歳
の
時
に
遠
崎
に
戻
っ
て
い
る
。
そ

れ
か
ら
一
年
を
経
た
天
保
十
一
年
（
庚
子

一
八
四
〇
）
に
書
か
れ
た
の
が
、
こ
の
「
旧
稿
の
後
に
題
す

び
に
引
」
で
あ
る
。
結
果

と
し
て
月
性
は
豊
前
の
蔵
春
園
時
代
の
五
年
で
作
っ
た
一
千
首
あ
ま
り
の
漢
詩
を
推
敲
し
て
七
十
首
に
ま
と
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ

の
中
で
か
つ
て
は
自
身
で
よ
く
で
き
た
と
思
っ
た
も
の
が
、
い
ま
改
め
て
見
直
し
て
見
る
と
と
て
も
残
し
て
お
け
る
代
物
で
は
な
い

と
い
う
反
省
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
詩
人
月
性
の
完
成
に
は
な
お
長
い
道
の
り
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
率
直
に
語
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
十
九
歳
の
天
保
六
年
（
乙
未

一
八
三
五
）
の
冬
、
帰
郷
し
、
翌
年
の
天
保
七
年
（
丙
申

一

八
三
六
）
の
秋
、
佐
賀
の
善
定
寺
で
仏
学
を
学
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
間
の
こ
と
が
月
性
が
京
都
で
は

な
く
天
保
七
年
の
秋
に
郷
里
遠
崎
の
す
ぐ
近
く
の
柳
井
津
で
中
島
棕
隠
の
詩
会
に
陪
席
し
た
と
い
う
こ
と
と
矛
盾
が
な
い
か
と
い
う

こ
と
を
確
か
め
る
必
要
が
あ
る
。

『
清
狂
遺
稿
』
に
収
録
す
る
「
外
湖
中
秋

不
及
老
師
の
詩
韻
に
次
す
（
外
湖
中
秋

次
不
及
老
師
詩
韻
）」
詩
は
、
③
ａ
『
清
狂
吟

稿
』
巻
之
一
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
詩
の
前
に
は

丙
申

の
二
字
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
天
保
七
年
（
丙
申

一

八
三
六
）、
月
性
二
十
歳
の
作
と
見
な
せ
る
。
こ
の
詩
は
両
本
で
二
ヶ
所
異
同
が
あ
る
の
で
、
前
者
の
詩
句
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

外
湖
中
秋
次
不
及
老
師
詩
韻

外
湖
中
秋

不
及
老
師
の
詩
韻
に
次
す

１
昨
看
豐
山
月

昨
に
看
る
豊
山
の
月
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２
今
逢
大
嶋
秋

今
逢
う
大
嶋
の
秋

３
他

還
故
國

他
郷
還ま
た
故
国

４
草
草
一
年
周

草
草
に
し
て
一
年
周めぐ
る

５
竹
影
動
微
風

竹
影

微
風
に
動
き

６
桂
香
涼
露
浮

桂
香

涼
露
浮
か
ぶ

７
明
年
斯
夜
賞

明
年

斯
の
夜
の
賞

８
不
識
亦
何
樓

識し
ら
ず
亦ま
た
何
れ
の
楼
な
る
か
を

こ
の
詩
に
つ
い
て
海
原
徹
氏
は
『
月
性
の
研
究
』
の
中
で

「
昨
看
豊
山
月
、（
略
）
不
識
亦
何
楼
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
前

年
ま
で
梨
花
寮
に
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

と
述
べ
て
い
る11

）
。
そ
れ
は
第
一
句
の

昨
に
看
る
豊
山
の
月

が
梨
花
寮
の
あ
る
豊

前
の
山
に
懸
か
る
月
を
去
年
（
天
保
六
年
）
見
た
と
い
う
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
る
。
す
る
と
こ
れ
と
対
を
成
す

今
逢
う

大
嶋
の
秋

と
い
う
の
は
、
天
保
七
年
の
こ
の
秋
に
目
の
前
に
し
て
い
る
光
景
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
つ
ま
り
郷
里
遠
崎

の
す
ぐ
南
東
に
望
む
周
防
大
島
（
山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町
）
を
前
に
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
頷
聯
も
首
聯
を
敷
衍
し
て
お
り
、

他
郷

は
豊
前
、

故
国

は
、
当
然
、
遠
崎
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
詩
題
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
学
び
に
行

く
佐
賀
の
善
定
寺
の
不
及
師
が
詠
ん
だ
詩
に
次
韻
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
に
不
及
が
ど
こ
に
居
た
か
は
判
ら
ぬ
が
、
こ
の
詩
は
寂
寥

感
漂
う
八
月
（
中
秋
）
に
郷
里
遠
崎
で
自
身
の
定
め
な
き
身
の
上
に
感
慨
を
催
し
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
前
掲
の

「
旧
稿
の
後
に
題
す

び
に
引
」
は
、
月
性
が
十
九
歳
の
天
保
六
年
（
乙
未

一
八
三
五
）
の
冬
、
帰
郷
し
、
翌
年
の
天
保
七
年
（
丙

申

一
八
三
六
）
の
秋
、
佐
賀
の
善
定
寺
で
仏
学
を
学
ん
だ
と
記
し
て
い
た
が
、
こ
の
「
外
湖
中
秋

不
及
老
師
の
詩
韻
に
次
す
」
詩

に
拠
れ
ば
、
八
月
も
ま
だ
郷
里
に
居
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
中
島
棕
隠
が
遠
崎
の
す
ぐ
近
く
の
柳
井
津
の
高
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田
氏
の
洗
心
亭
に
立
ち
寄
っ
て
、

偶
ま
借
る
良
宵
の

、
秋

坐
ろ
に
情
有
り

と
詠
み
、
月
性
も
そ
こ
で
「
洗
心
亭
の
席
上
に

て
賦
し
て
中
嶋

隠
軒
に
贈
る
」
詩
を
詠
ん
だ
と
み
る
そ
の
時
間
的
問
題
は
解
決
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
月
性
が
京
都
の
洗
心
亭
で
中
島
棕
隠
に
詩
を
献
じ
た
と
す
る
二
つ
の
年
譜
と
前
掲
の
「
旧
稿
の
後
に
題
す

び
に
引
」

と
の
間
に
は
齟
齬
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
旧
稿
の
後
に
題
す

び
に
引
」
に
は

辛
卯
（
天
保
二
年

一
八
三
一
）
の

夏
、
予
甫はじ
め
て
十
五
歳
に
し
て
、
豊
（
豊
前
）
に
遊
び
恆
眞ママ
卿
先
生
の
門
に
入
り
て
詩
を
学
ぶ
。
中
間
に
二
た
び
親
を
省
み
、
一
た

び
上
京
往
来
し
、
五
年
に
し
て
詩
を
作
る
こ
と
凡
そ
一
千
余
首

と
記
す
よ
う
に
、
五
年
に
及
ぶ
豊
前
の
蔵
春
園
時
代
に
、
二
度
帰

省
し
、
そ
し
て
一
度
上
京
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
こ
の
「
旧
稿
の
後
に
題
す

び
に
引
」
が
書
か
れ
た
天
保
十
一
年

（
庚
子

一
八
四
〇
）
ま
で
の
間
に
上
京
し
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
あ
た
り
の
五
年
の
こ
と
に
つ
い
て
、
煩
を
厭
わ
ず
前

掲
の
二
つ
の
年
譜
を
再
び
掲
げ
て
み
る
。

『
月
性
の
研
究
』「
贈
正
四
位
月
性
上
人
年
譜
」

一
八
三
五

天
保
六
（
乙
未
）

一
九

上
京
、
途
中
に
て
詩
を
作
る

冬
醒
窓
塾
よ
り
帰
郷

一
八
三
六

天
保
七
（
丙
申
）

二
〇

京
都
で
新
年
を
迎
う

三
月
、
洗
心
亭
席
上
で
中
島
棕
隠
軒
に
詩
を
賦
し
て
贈
る

三
月
二
十
六
日
、
広
島
に
遊
び
初
め
て
坂
井
虎
山
に
謁
し
て
詩
を
賦
す

秋
、
広
島
を
経
て
九
州
に
ゆ
き
佐
賀
市
与
賀
町
善
定
寺
不
及
の
門
に
入
る
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『
月
性
』「
月
性
略
年
譜
」

天
保
）
六

一
八
三
五

19

上
洛
、
短
期
間
で
帰
る
。
冬
、
蔵
春
園
を
去
り
帰
郷
。
年
末
、
上
洛
す
る
。

天
保
）
七

一
八
三
六

20

新
春
を
京
都
で
迎
え
る
。
３
月
中
島
棕
隠
に
詩
を
示
す
。
３
・
26
広
島
の
坂
井
虎
山
に
束
脩
を
呈
す
る
。
秋
、
佐
賀
遊
学

の
た
め
発
つ
。
11
・
24
日
田
咸
宜
園
に
入
り
客
席
生
と
な
る
。
七
日
間
学
ぶ
。
12
月
初
旬
、
薬
師
寺
村
の
蔵
春
園
を
訪
ね
、

し
ば
ら
く
在
塾
。
12
・
22
蔵
春
園
に
別
れ
を
告
げ
て
発
つ
。
年
末
、
佐
賀
善
定
寺
の
精
居
寮
に
入
る
。

こ
の
二
つ
の
年
譜
は
こ
の
頃
に
月
性
が
二
回
上
京
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
月
性
は
十
九
歳
の
天
保
六
年
（
乙
未

一
八
三
五
）

の
冬
、
蔵
春
園
を
去
っ
て
帰
郷
し
て
い
る
の
で
、「
旧
稿
の
後
に
題
す

び
に
引
」
に
記
す
蔵
春
園
で
の
五
年
の
間
の

一
た
び
上

京
往
来

と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
年
譜
の
記
す
前
者
の
天
保
六
年
（
乙
未

一
八
三
五
）
の
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

こ
れ
に
つ
い
て
も
些
か
修
正
が
必
要
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
頃
の
詩
を
見
る
と
、『
清
狂
遺
稿
』、
及
び
③
ａ
『
清
狂
吟
稿
』
と
も

乙

未

の
作
で
あ
る
こ
と
を
記
す
「
平
安
（
平
安
）」
と
題
す
る
詩
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
京
都
御
所
を
詠
ん
だ
詩
に
拠
っ
て
月

性
の
京
都
滞
在
が
認
め
ら
れ
よ
う
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
詩
だ
け
を
見
る
と
、
課
題
詩
と
し
て
月
性
が
イ
メ
ー
ジ
に
頼
っ
て
詠
ん

だ
と
い
う
印
象
も
拭
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
『
清
狂
遺
稿
』（
図
④
）
は
、
こ
の
詩
の
前
に
、
そ
の
前
年
の
天
保
五
年
（
甲
午

一
八
三
四
）
の
詩
と
し
て
、「
大
坂
（
大
坂
）」
詩
、
及
び
「
龍
護
老
師
の
指
を
切
る
詩
韻
に
次
す
（
次
龍
護
老
師
切
指
詩
韻
）」
詩
だ
け

を
載
せ
る
が
、
第
二
節
掲
出
の
③
ａ
『
清
狂
吟
稿
』
は
次
の
よ
う
に
「
大
坂
」
詩
と
「
龍
護
老
師
の
指
を
切
る
詩
韻
に
次
す
」
詩
の

順
番
も
違
え
ば
、
更
に
二
つ
の
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
龍
護
老
師
の
指
を
切
る
詩
韻
に
次
す
」
詩
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「
晩
に
下
津
井
（
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
郡
西
下
津
）
を
発
ち
室
津
（
山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
）
に
至
る
舟
中
（
晩
發
下
津
井
至
室
津

舟
中
）」
詩

「
大
坂
（
大
坂
）」
詩

「
夜

淀
河
を
溯
さかのぼる

二
首
（
夜
溯
淀
河
二
首
）」
詩

「
平
安
（
平
安
）」
詩

そ
も
そ
も
「
龍
護
老
師
の
指
を
切
る
詩
韻
に
次
す
」
詩
は
、
月
性
の
叔
父
で

大
坂
は
長
光
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
龍
護
が
こ
の
天
保
五
年
（
甲
午

一
八
三
四
）

の
六
月
、
本
願
寺
の
命
に
よ
り
肥
後
に
赴
き
、
衆
僧
説
得
の
た
め
に
自
ら
の
薬

指
を
切
り
落
と
し
た
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
詠
ん
だ
龍
護
自
身
の
詩
に
月
性

が
次
韻
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
の
詩
は
六
月
以
降
の
作
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
こ
れ
は
豊
前
の
蔵
春
園
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
次
の
「
晩
に
下
津
井
（
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
郡
西
下
津
）
を
発
ち
室
津

（
山
口
県
熊
毛
郡
上
関
町
）
に
至
る
舟
中
」
詩
が
豊
前
を
離
れ
て
の
も
の
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
掲
げ
た
③
ａ
『
清
狂
吟
稿
』
の

詩
の
並
び
か
ら
見
る
と
、
こ
の
時
、
月
性
は
明
ら
か
に
関
西
を
目
指
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
二
つ
の
年
譜
は
月
性
が
天
保
六
年
（
乙
未

一
八
三
五
19

歳
）
に
上
京
し
た
と
記
す
が
、
彼
は
そ
の
前
年
の
天
保
五
年
（
甲
午

一
八
三
四

18
歳
）
の
内
に
は
豊
前
の
蔵
春
園
を
発
ち
、
山
口
の
下
津
井
や
室
津
を
経
由
し

図④ 『清狂遺稿』巻上第二葉裏至第三葉裏
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て
大
坂
に
至
り
、
そ
し
て
「
夜

淀
河
を
溯
る
二
首
」
其
の
二
で

両
岸
の
蘆
花
（
両
岸
蘆
花
）

と
詠
ん
で
い
る
よ
う
に
、
秋
に
は

淀
川
を
舟
で
京
へ
と
溯
り
翌
年
正
月
も
京
都
に
滞
在
す
る
と
い
う
長
期
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か12

）
。

さ
て
問
題
の
天
保
七
年
（
丙
申

一
八
三
六
）
三
月
に
京
都
で
中
島
棕
隠
に
詩
を
贈
っ
た
と
見
な
す
二
つ
の
年
譜
は
そ
の
年
に
そ
れ

ぞ
れ

京
都
で
新
年
を
迎
う

新
春
を
京
都
で
迎
え
る

と
記
し
て
い
る
。
後
者
は
そ
の
ま
ま
前
者
を
襲
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
明
確
な
根
拠
を
筆
者
は
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
或
い
は
そ
れ
が
『
清
狂
遺
稿
』
巻
上
に
収
め
る
「
丙
申
早
春
」
詩
に
拠
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
く
。

丙
申
早
春

丙
申
早
春

１
寂
寞
幽
居
遠
市

寂
寞
た
る
幽
居

市

に
遠
く

２

無
塵
累
到
柴
關

絶
え
て
塵
累
の
柴
関
に
到
る
無
し

３
春
聲
先
入
鴨
邊
水

春
声

先
に
入
る

鴨
辺
の
水

４
雪
色
猶

雁
外
山

雪
色

猶
お
横
た
う

雁
外
の
山

５
二
十
年
移
孤
夢
裏

二
十
年
移
る

孤
夢
の
裏

６
一
千
詩
得
壯
遊
間

一
千
詩
得
た
り

壮
遊
の
間

７
寒
村
却
喜
人
來
少

寒
村

却
て
喜
ぶ

人
の
来
た
る
こ
と
少
き
を

８
舊
草
援
毫
隨
意

旧
草

毫
を
援
き
て
随
意
に

る

こ
の
詩
は
月
性
が
旧
稿
を
改
め
な
が
ら
、
二
十
年
の
そ
れ
ま
で
の
来
し
方
を
ひ
と
り
静
か
に
振
り
返
る
閑
適
の
詩
で
あ
る
。
頚
聯

で

二
十
年
移
る

孤
夢
の
裏
、
一
千
詩
得
た
り

壮
遊
の
間

と
詠
む
の
は
、「
旧
稿
の
後
に
題
す

び
に
引
」
の
中
で
豊
前
の
蔵

春
園
時
代
の
五
年
で

一
千
余
首

の
漢
詩
を
作
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
に
も
吻
合
し
、
天
保
七
年
（
丙
申

一
八
三
六
）
の
二
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十
歳
を
迎
え
た
早
春
の
詩
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
こ
の
詩
が
い
っ
た
い
ど
こ
で
作
ら
れ
た

も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
二
つ
の
年
譜
に
拠
れ
ば
、
こ
の
詩
は
京
都
で
の
作
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
詩
の
内
容
か
ら
む
し
ろ
こ
れ
が
郷
里
遠
崎
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
の
が
い
た
っ
て
自
然
で
あ
る
。
何
よ
り
も
こ
れ
を

詠
ん
で
い
る
所
が
、

寒
村

の

柴
関

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
京
都
の
地
に
ま
っ
た
く
相
応
し
く
な
い
と
い
う
の
が
決
定
的
で

あ
る
。
頷
聯
の

春
声

先
に
入
る

鴨
辺
の
水
、
雪
色

猶
お
横
た
う

雁
外
の
山

と
い
う
句
作
り
は
、
南
宋
、
范
成
大
の
「
将
に

石
湖
に
至
ら
ん
と
し
道
中
に
事
を
書
す
（
將
至
石
湖
道
中
書
事
）」
詩
に
「
水﹅
緑
に
し
て
鷗
辺﹅
漲
り
、
天
青
く
し
て
雁﹅
外﹅
晴
る
（
水
綠

鷗
邊
漲
、
天
靑
雁
外
晴
）」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
月
性
は
よ
ほ
ど
こ
れ
が
気
に
入
っ
た
ら
し
く
、
天
保
十
一
年
（
庚
子

一
八
四

〇
）
の
元
日
に
詠
ん
だ
「
庚
子
元
日

某
生
の
韻
に
和
す
（
庚
子
元
日

和
某
生
韻
）」
詩
の
頚
聯
に
も

雁﹅
外﹅
の
青
山﹅
猶
お
雪﹅
色﹅
な
る

も
、
鴨﹅
辺﹅
の
流
水﹅
已
に
春﹅
声﹅
（
雁
外
靑
山
猶
雪
色
、
鴨
邊
流
水
已
春
聲
）

と
流
用
し
て
い
る
が
、
こ
の
詩
も
ま
た
郷
里
遠
崎
で
の
作

で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
「
庚
子
元
日

某
生
の
韻
に
和
す
」
詩
は
、
①
ａ
『
未
定
清
狂
吟
稿
』
巻
之
三
で
は
「
早﹅
春﹅
に
作
有
り
（
早

春
有
作
）」
に
作
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
「
丙
申
早
春
」
詩
も
元
日
の
作
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
旧
稿
の
後

に
題
す

び
に
引
」
に
は

乙
未
（
天
保
六
年

一
八
三
五
19
歳
）
の
冬
、
豊
自
り
帰
る

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、『
月
性
』

「
月
性
略
年
譜
」
が

年
末
、
上
洛
す
る

す
る
と
い
う
の
は
か
な
り
唐
突
の
感
が
あ
り
、
そ
れ
は
翌
年

新
春
を
京
都
で
迎
え
る

と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
要
す
る
に
月
性
は
天
保
七
年
（
丙
申

一
八
三
六
）
は
秋
ま
で
は
ず
っ
と
郷

里
遠
崎
に
居
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
上
京
と
い
う
の
は
か
な
り
大
き
な
出
来
事
で
あ
る
。
も
し
天
保
七
年
の
上
京
が
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
天
保
十
一
年
に
書
か
れ
た
「
旧
稿
の
後
に
題
す

び
に
引
」
に
も
言
及
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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五
、
ま
と
め

月
性
の
漢
詩
を
彼
の
足
跡
に
沿
っ
て
理
解
す
る
の
に
、
そ
の
収
録
数
の
多
さ
、
そ
し
て
概
ね
制
作
年
代
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る

『
清
狂
遺
稿
』
は
い
た
っ
て
簡
便
な
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
必
ず
し
も
無
条
件
に
こ
の
書
に
寄
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
は
、
本
稿
で
「
洗
心
亭
の
席
上
に
て
賦
し
て
中
嶋
棕
隠
軒
に
贈
る
」
詩
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
第
三
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に

『
清
狂
遺
稿
』
が
月
性
没
後
三
十
四
年
経
っ
て
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
編
者
で
あ
る
大
洲
鐡
然
や
天
地
哲

雄
が
さ
ま
ざ
ま
な
写
本
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
月
性
の
漢
詩
を
そ
の
制
作
時
代
順
に
並
べ
よ
う
と
意
図
し
つ
つ
編
纂
せ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
に
か
な
り
の
困
難
が
伴
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。
も
し
第
二
節
で
掲
出
し
た
写
本
の
中

に
こ
の
詩
も
収
録
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
そ
の
並
び
か
ら
こ
の
よ
う
な
配
列
の
間
違
い
と
、
そ
し
て
後
世
の
研
究
者
の
誤
解
を
招
か
ず

に
済
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
。

わ
た
し
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
『
清
狂
遺
稿
』
の
不
備
を
補
う
た
め
に
、『
清
狂
遺
稿
』
以
外
の
で
き
る
だ
け
多
く
の
写
本
と
引
き

比
べ
な
が
ら
慎
重
に
そ
の
制
作
年
代
や
創
作
情
況
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
制
作
年
代
な
り
創
作
情
況
が
よ
り

正
確
に
な
れ
ば
、
月
性
漢
詩
が
次
第
に
完
成
さ
れ
て
い
く
そ
の
過
程
と
彼
自
身
の
成
長
の
跡
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

因
み
に
前
掲
の
二
つ
の
年
譜
に
も
掲
出
し
て
お
い
た
が
、
月
性
が
初
め
て
広
島
の
藩
儒
、
坂
井
虎
山
（
一
七
九
八

一
八
五
〇
）
に
拝

謁
し
た
の
が
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
と
い
う
の
も
再
考
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

月
性
と
い
う
と
、
得
て
し
て
、
直
ち
に
功
成
り
名
を
遂
げ
た
人
物
を
思
い
浮
か
べ
が
ち
で
あ
る
。
よ
っ
て
例
え
ば
、
年
譜
に

中

島
棕
隠
軒
に
詩
を
賦
し
て
贈
る

、
或
い
は

中
島
棕
隠
に
詩
を
示
す

と
記
さ
れ
て
い
て
も
、
あ
の
月
性
な
ら
ば
さ
も
あ
り
な
ん

と
納
得
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
月
性
が
柳
井
津
は
高
田
氏
の
洗
心
亭
で
中
島
棕
隠
の
詩
会
に
侍
っ
て
棕
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隠
に
詩
を
贈
っ
た
と
い
っ
て
も
、
す
で
に
五
十
六
歳
の
齢
を
数
え
京
都
漢
詩
壇
の
大
御
所
と
目
さ
れ
て
い
た
中
島
棕
隠
と
月
性
と
の

間
に
あ
る
距
離
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
ず
か
五
年
ほ
ど
蔵
春
園
で
詩
を
学
ん
だ
だ
け
の
二
十
歳
の
月
性
が
詩
会
で
棕
隠
に
詩
を

贈
っ
た
と
い
う
の
は
、
そ
の
機
会
に
頑
張
っ
て
詩
を
作
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
棕
隠
に
し
て
み
れ
ば
末
席
に
侍
る
若
き
月
性
な
ど

眼
中
に
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

月
性
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
偉
人
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
も
若
い
時
に
は
す
ぐ
れ
た
師
匠
の
指
導
の
下
、
多
く
の
学
友

た
ち
に
交
じ
っ
て
切
磋
琢
磨
し
、
そ
し
て
次
第
に
頭
角
を
現
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
漢
詩
人
と
し
て
の
月
性
に
つ
い
て
も
同
様
の

こ
と
が
言
え
、
彼
は
十
五
歳
で
郷
里
遠
崎
を
離
れ
九
州
は
豊
前
の
蔵
春
園
で
恒
遠
醒
窓
に
詩
作
を
学
ん
だ
。
そ
の
蔵
春
園
の
資
料
は

現
在
、
福
岡
県
求
菩
提
資
料
館
（
福
岡
県
豊
前
市
鳥
井
畑
二
四
七
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
蔵
春
園
の
学
友
た
ち
が
編
ん
だ

漢
詩
集
『
同
韻
集
』
に
月
性
（
竺
烟
渓
）
作
の
「

史
五
首
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
そ
れ
を
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の
か
、

す
べ
て
大
き
く
抹
消
の
墨
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
其
の
一
は
字
句
を
大
き
く
改
め
な
が
ら
も
、『
清
狂
遺
稿
』
に
は
「
項
羽
」

と
題
さ
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
清
狂
遺
稿
』
巻
上
の
四
番
目
に
載
せ
る
「
落
花
吟
三
十
首

龍
護
叔
に
次
韻
す

六
を
録
す
」
も
、

ち
ょ
う
ど
蔵
春
園
で
学
ん
で
い
た
頃
の
作
で
、
し
か
も
学
友
の
恒
遠
政
吉
や
釈
又
新
に
も
同
題
の
詩
が
『
同
韻
集
』
に
あ
り
、
彼
ら

は
こ
れ
を
課
題
詩
と
し
て
競
い
合
っ
て
作
っ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
前
掲
の
「
旧
稿
の
後
に
題
す

び
に
引
」
に
も

蓋
し
当
時

足
れ
り
と
謂
え
る
者
は
、
得
て
存
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り

と
告
白
す
る
よ
う
に
、
月
性
の
漢
詩
は
完
成
の
途
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
月
性
の
漢
詩
を
彼
の
足
跡
と
併
せ
て
辿
っ
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
の
は
写
本
を
は
じ
め
月
性
に
関
す
る
資
料

が
今
日
な
お
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
ら
資
料
を
駆
使
し
て
こ
そ
当
時
の
月
性
の
実
像
に
迫
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

24



註１
）

岡
不
可
止
「
男
児
立
志
出
郷
関
の
作
者

」（
昭
和
十
三
年

三
月
二
十
五
日

岩
波
『
國
語
特
報
』
第
十
九
號
）
第
二
六
頁
。

（
２
）

図
①
は
柳
井
市
立
大
畠
図
書
館
（
山
口
県
柳
井
市
大
畠
一
五

〇
〇
番
地
）
の
月
性
文
庫
所
蔵
の
も
の
。

以
下
は
こ
れ
よ
り
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
収
録

数
が
少
な
い
。

・
吉
田
松
陰
評
『
清
狂
詩
鈔
』
全
一
冊
（
明
治
二
年

松
下
邨
塾

蔵
版
）。
こ
れ
は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
作
の
全
二
十
九
首

を
収
録
。

・
吉
田
松
陰
先
生
妙
円
寺
月
性
著
『
慨
士
遺
音
』
前
編
三
冊
。
巻

上
・
巻
下
・
附
録
の
三
冊
構
成
で
巻
上
見
返
り
に

京
師

都

文
堂
文
林
堂
仝
梓

と
あ
り
、
附
録
刊
記
に
は

明
治
二

己

巳
十
月
官
許

皇
京
書
舗

寺
町
通
佛
光
寺
上
ル
菱
屋
重
助

佛

光
寺
高
倉
西
エ
入

本
屋
小
兵
衛

と
記
す
。
天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）
頃
か
ら
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
頃
ま
で
の
全

九
首
を
巻
下
に
収
録
。

（
３
）

月
性
展
示
館
に
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の
『
清
狂
遺

稿
』
第
二
版
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
初
版
と
の
違
い
は
第
二
冊
の

最
後
に
当
時
の
妙
円
寺
の
住
職
立
泉
浣
融
に
よ
る
排
印
の
跋
文
一

葉
が
賦
さ
れ
、
左
記
の
刊
記
も
木
版
で
は
な
く
排
印
。

明
治
廿
五
年
一
月
十
日
出
版

大
正
六
年
六
月
拾
九
日
第
二
版
印
刷
發
行

編
輯
者

正
五
位

大
洲
鐵
然

編
輯
者

天
地
哲
雄

山
口
縣
玖
珂
郡
遠
崎

妙
圓
寺
住
職

立
泉
浣
融

印
刷
製
本

京
都
市
西
六
條
御
前
通
油
小
路
西
入

發
賣
所

山
内
文
華
堂

大
阪
口
座
二
〇
三
一
〇
番

因
み
に
古
裂
會
の
平
成
十
四
年
三
月
十
六
日
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

カ
タ
ロ
グ

第
五
頁
）に
久
坂
玄
瑞
（
一
八
四
〇

一
八
六
四
）
の

「
清
狂
遺
稿
跋
」
一
幅
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
吉
田
松

陰
全
集
』
第
四
巻
（
昭
和
九
年
十
二
月
山
口
県
教
育
委
員
会
岩
波

書
店
）
に
も
個
人
蔵
と
し
て
そ
の
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
に
は
吉
田
松
陰
（
一
八
三
〇

一
八
五
九
）
及
び
口
羽
徳
祐

（
一
八
三
四

一
八
五
九
）
の
添
削
も
添
え
ら
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
、

併
せ
て
第
六
巻
（
昭
和
十
年
九
月
）
収
録
の
安
政
五
年
（
一
八
五

八
）
六
月
一
日
の
「
四
三
八

久
坂
玄
瑞
に
與
ふ
」（
第
四
十
一

頁
）
に
記
す
吉
田
松
陰
の
久
坂
玄
瑞
へ
の
跋
文
執
筆
依
頼
に
関
連

す
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
す
る
と
こ
れ
は
口
羽
徳
祐
が
亡
く

な
る
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
八
月
ま
で
に
書
か
れ
た
草
稿
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
大
洲
鐵
然
編
『
清
狂
遺
稿
』
に
は
、
山
県
有

朋
（
一
八
三
八

一
九
二
二
）
の
「
序
」（
明
治
二
十
四
年
一
八
九

一
）、
品
川
弥
二
郎
（
一
八
四
三

一
九
〇
〇
）
の
「
月
性
遺
稿

序
」（
明
治
二
十
三
年
一
八
九
〇
）、
長
三
洲
（
一
八
三
三

一
八

九
五
）
の
「
序
」（
明
治
二
十
三
年
）
を
載
せ
る
の
み
で
あ
る
。

（
４
）

三
坂
圭
治
監
修
『
維
新
の
研
究

月
性
の
研
究
』（
一
九
七
九
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年
五
月

月
性
顕
彰
会

マ
ツ
ノ
書
店
）

（
５
）

海
原
徹
『
月
性
』（
二
〇
〇
五
年
九
月

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）。

（
６
）

前
掲
注

４
）「
贈
正
四
位
月
性
上
人
年
譜
」
第
七
頁
。

（
７
）

前
掲
注

５
）「
月
性
略
年
譜
」
第
三
二
八
頁
。

（
８
）

前
掲
注

５
）第
三
〇
頁
に
も

天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
冬
、

恒
遠
塾
を
去
り
、
故
郷
に
帰
っ
た
月
性
は
、
京
都
で
新
年
を
迎
え

て
お
り
、
席
の
暖
ま
る
暇
も
な
く
上
洛
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
三

月
某
日
、
洗
心
亭
席
上
で
中
島
棕
隠
に
詩
を
賦
し
て
贈
っ
た
と
い

う
か
ら
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る

と
記
す
。

（
９
）

入
谷
仙
介
『
中
島
棕
隠
』（
二
〇
〇
二
年
三
月

研
文
出
版
）。

（
10
）
『
広
瀬
旭
莊
全
集

日
記
編
五
』
所
収
『
日
間
瑣
事
備
忘
録
』

巻
九
十
七
（
昭
和
五
十
八
年
十
二
月

広
瀬
旭
荘
全
集
編
集
委
員

会

思
文
閣
出
版
）
第
二
九
〇
頁
。

（
11
）

前
掲
注

４
）海
原
徹
「
教
育
者
と
し
て
の
月
性
」
第
一
〇
四

頁
。
海
原
氏
は
前
掲
注

５
）「
第
二
章

諸
国
修
行
の
旅
」
第
三

三
頁
で
は

「
外
湖
中
秋
次
不
及
老
師
詩
韻
」
と
題
す
る
詩
に
、

「
昨
は
看
る
豊
山
の
月
、
今
は
逢
ふ
大
嶋
の
秋
。
他
郷
還
た
故
国
、

草
々
と
し
て
一
年
周
る
。
竹
影
微
風
に
動
き
、
桂
香
涼
露
浮
ぶ
。

明
年
斯
夜
の
賞
、
識
ら
ず
亦
何
れ
の
楼
ぞ
」（『
清
狂
遺
稿
』
巻

上
）
と
あ
る
の
は
、
入
門
し
た
頃
の
こ
と
ら
し
い
が
…
…

と
記

す
。

（
12
）

前
掲
注

４
）「
贈
正
四
位
月
性
上
人
年
譜
」
に
天
保
六
年
の

こ
と
と
し
て

上
京
、
途
中
に
て
詩
を
作
る

と
記
す
の
は
、
或

い
は
「
夜
溯
淀
河
二
首
」
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
時

間
的
に
は
合
わ
な
い
。

資
料
閲
覧
に
際
し
て
は
、
月
性
展
示
館
、
松
陰
神
社
宝
物
殿
至
誠

館
、
福
岡
県
求
菩
提
資
料
館
、
耶
馬
溪
風
物
館
に
は
格
別
の
配
慮

を
賜
っ
た
。
ま
た
僧
月
性
顕
彰
会
の
西
原
光
治
氏
、
森
本
政
彦
氏
、

西
本
勝
則
氏
、
守
田
訓
氏
、
河
原
敏
恵
氏
、
並
び
に
求
菩
提
資
料

館
元
館
長
恒
遠
俊
輔
氏
に
も
多
大
な
御
協
力
御
教
示
を
賜
っ
た
。

こ
こ
に
末
筆
な
が
ら
謝
意
を
表
す
る
。
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